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ゆたかな心をはぐくむゆたかな心をはぐくむ
151 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権人権ののひろばひろば

みんなハッピープロジェクト ～今、子どもたちの活動が熱い～

「ともだちも　じぶんのいのちも　たいせつ」

武小オリジナルキャラクター、ムサシ
発表の様子（Live 配信）

人権啓発標語 菊陽南小学校　２年　安武　嵐
らん
（現在３年生）

　武蔵ヶ丘中学校の人権委員会では、「お互いの良さ
を見つけて共有する」を目標に、様々な活動を行って
います。そこで、人権委員会では、人権アンケートを
とりました。
　人権アンケートでは、「あなたのクラスでいじめや
差別はあると思いますか」ということについて聞きま
した。すると、ほとんどの人が「ない」と答えていま
した。しかし、「ある」と答えた人もいました。その内
容は「頑張っているのにばかにする」とか「陰口を言
う」、「人によって態度を変える」などでした。悪気は
なく、それが差別やいじめなのかわからないでやって
しまっている人もいるかもしれません。しかし、誰か
が言った一言で、とても傷つく人がいると思います。
　私は、いじめられたり、避けられたりしたら、「あ
れ？自分は何か悪いことをしたかな？」と、いじめら
れた人が自分自身を責めてしまうのではないかと思い
ます。いじめや差別は、「いじめられる人」の問題で
はないのに、自分を責めてしまうのです。それは、間
違っていると思います。いじめている人がいじめをし
なければ、いじめはなくなるはずです。また、いじめ
ていた人も、後になって「いじめなんかしなきゃ良
かった」といつか後悔するのではないかと思います。
　「いじめられる」つらい気持ちも「いじめる」後悔
も、お互いが知り合うことでわかり合うなかまになれ
ると私は思います。学校からいじめをなくしたかった
ので、私は今、人権委員長をしています。
　正直、人権委員長になって、仕事がとても忙しくて
大変だと思うこともしょっちゅうあります。しかし、
みんなが心から笑顔で学校にわくわくして登校してく
ることができるように、これからも副委員長と協力して、
人権委員会のみんなと一緒に頑張っていきたいです。

人権委員会副委員長　續　啓
けい

志
し

右側が人権委員会委員長の後藤さん
左側が　　　　　副委員長の續さん

　武蔵ヶ丘小学校（根本まり子校長、全校児童298人）は、学校
教育目標「ちがいを豊かさに　自分に夢と自信を」を掲げ教育
活動を進めています。本年度は、児童会活動との協働による学
校経営を目指し、児童会目標「みんなハッピープロジェクト！
～一人ひとりのちがいを認め合い、みんなが幸せだと思える武
小を作ろう！～」のもと活動を続けています。前期は、「武蔵ヶ
丘小オリジナルキャラクターコンテスト」「クラブ設立書を作
成してのクラブ活動設立」「みんなでつなごう！平和への願い
（修学旅行に向けて）」など、子どもたちが主体となって活動を
進めました。後期も児童会活動との協働を進めていきます。
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　武蔵ヶ丘中学校では人権委員会の取組の一つとし
て、今年から給食時間に、人権に関する放送を月に１
回、行っています。「正しく知る」と「人権にもっと
興味を持つ」ことが、みんなの人権を守ることにつな
がるので、しっかり調べて原稿を書いています。
　この放送を担当するようになって、自分自身が変
わったことが２つあります。
　一つ目は、「いじめ」や「差別」、「人権」に関する
ことを伝える中で、「性の多様性」のことについて、
伝える時の言葉遣いです。例えば、「僕たち」「私た
ち」という言葉は使わず、「自分たち」と表現したこ
とです。自分たちは、２年生で「性の多様性」につい
て学習しました。でも、これらの学んだことを無駄に
せず、自分で放送を使って伝えようと思ったときに、
何度も調べ直して考えました。
　２つ目は、テーマにした事実について、知らなかっ
たことは知ることができ、知っていたことは更に深く
学べたことです。例えば、「熊本大震災」の４月16日
の本震で亡くなられた大和晃（やまとひかる）さんのこ
とです。晃さんは、前震で被災した友人の家に水を
持って行く優しい大学生でした。しかし、友人に水を
届けて、車で家に帰る途中に、本震に襲われ、阿蘇大
橋の崩落に巻き込まれました。晃さんのことや晃さん
を探し続けたご家族のことを知って、自分の普段の暮
らしはどうかな？晃さんみたいに誰かに優しくできて
いるかな？自分の家族は？と考えることができまし
た。
　このように、自分自身が変わることができたこと以
外にも、昼の放送を聞いてくれていた学校のなかまた
ちが、前と少し変わってきたと感じるようにもなりま
した。それは、「いけない」と思った言葉を使うのを、
すぐにやめているということです。みんなの様子を見
て、自分がした放送は、みんなが受け止めてくれてい
るんだと思いました。
　これからも、毎月、「これまでにあった知るべき、
伝えるべき事実」を放送して、伝えたいことを伝わり
やすくするために、自分でしっかりと事実を調べ、自
分の考えたことを自分の言葉で伝えていきたいです。
そして、「いじめをしない・させない」なかまをつく
り、よりよい学校にし、誰もが自由で、落ち着いて過
ごせるように、武蔵ヶ丘中学校から地域に「人権」を
発信していきたいです。

「月に一度の人権放送」

「武蔵ヶ丘中人権委員会からの発信」「武蔵ヶ丘中人権委員会からの発信」

人権委員会委員長　後藤　七
なな

海
み

「人権委員長として思うこと」


